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令和７年度 宇都宮市立明保小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 

心身ともに健康でたくましく，確かな学力と豊かな人間性を持ち，ともに支え合いながら変化する社会を主体的に生

き抜く児童の育成。 

（２）具体目標（目指す児童像） 

・健康でたくましい子          ・進んで考え最後までやりぬく子   

・思いやりがあり誰とでも仲良くする子  ・ふるさとの人や自然を大切にする子  

       ≪合い言葉：元気・やる気・勇気・思いやり≫ 

 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

「元気いっぱい 学びしっかり やさしさいっぱい だれもが輝く明保小」を目指し，家庭・地域の信頼と協力のもと，誰

もが夢や希望を胸に喜びとやりがいをもつて生き生きと生活し，成長できる学校を創る。 

○ 児童が意欲的に取り組む教育活動を展開し，「知・徳・体」の調和の取れた力強く生き抜く力を養う。 

○ 教職員が，人権尊重を基盤に，チームの一員としてやりがいを持ち専門性を磨き，教育に邁進することにより，保護者

や地域からの信頼を得る。 

 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１） すべての児童が安心して明るく学校生活が送れるよう，環境を整え，目指す児童像実現に向けて児童の成長に資す

る取組の充実を図る。 

（２）「がんばった」「嬉しい」「感動した」等の体験により，自己肯定感・自己有用感や豊かな心を育み将来への夢が描ける

よう，教育活動の質を高め，認め励ます教育を推進する。 

（３） 学業指導を基盤に，学習意欲を高めつつ知識・技能を確実に身に付け，思考力・判断力･表現力等を育む教育活動を

推進する。 

（４） 児童の人権を尊重し，教育的ニーズを踏まえた個に応じた指導により，児童・保護者との良好な人間関係を築き信

頼される学校づくりを進める。 

（５） 教職員が倫理観と使命感を持ち，資質・能力向上を高めるよう研鑽を積むとともに，校務の重点化・焦点化を推進

し，やりがい持ち，児童と向き合う時間の充実を図る。 

（６） 支えてくれる方々に感謝し，郷土を愛する心を養えるよう，宮の原地域学校園，魅力ある学校づくり地域協議会等

との連携により，ふれあい活動等の充実を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 教育課程編成の方針 

（１） 教育関係所法令や学習指導要領，とちぎ教育ビジョン 2025，第２次宇都宮市学校教育推進計画後期計画・学校教育

スタンダード等に則し，本校教育目標の実現に向けて編成する。 

（２） カリキュラム・マネジメントの視点に立ち，思考力・判断力・表現力等と問題解決能力を高めるために，各教科・

各領域等の関連を図った教育活動を展開する。 

（３） 創立１５０年の歴史と伝統を踏まえ，学校・地域・児童の実態を適切に把握し，特色ある教育課程を編成する。 

（４） 学校教育活動全体を通した組織的な PDCAサイクルの活性化により教育課程の実施状況を評価し，必要な人的・物的

な体制を確保するとともにその改善を図っていく。 

（５） 教育活動実施時数は，宇都宮市小中一貫カリキュラムを基準として編成し，１年生は安全上２年生と同様に，予備

時数は基礎的・基本的内容の徹底（国・算）を中心に計画的に運用する。 

 

[宮の原地域学校園教育ビジョン] 

心豊かで輝く子供の育成 ～ほめて伸ばす（自己肯定感を高める）～ 

[重点課題] 

★基礎的・基本的な学力を身に付けさせる。（自ら学ぶ児童・生徒の育成）【学力向上部会】 

★思いやりを高め規範意識の向上を図る。         【学校生活適応支援部会】 

★継続した筋力向上をめざし，健康で安全な生活を営ませる。【健康・体力・食育促進部会】 

★小中および地域の交流促進を目指し，情報共有化を図る。 【交流連携促進部会】 

★学校事務の効率化・平準化を図り，学校づくりを支援する。 【地域学校園事務室部会】  
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５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

（１） 学校運営  

・ 児童一人一人のよさを伸ばす教育の実践と誠実な行動により，信頼される教職員集団であり続けるために努力す

る。 

〇 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け，ＩＣＴを効果的に活用するなど，質の高い授業を提供できるよう，

校内研修並びにＯＪＴによる指導力向上とチーム明保としての同僚性の強化を図る。 

・ 地域とともにある学校づくりを具現化するために，ＰＴＡや地域人材，大学・団体等の教育資源を積極的に活用

した教育の充実により，特色ある学校づくりを推進する。 

・ 教職員が健康で働きがいを持ち，質の高い教育が持続できるように，働き方改革を推進し，業務の適正化・効率

化を図る。 

 

（２） 学習指導  

・ 「宇都宮モデル」の活用により，学習の目標を児童と共有し，課題にじっくり取り組み学び合う活動を保障して，

「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す。また，「考えるための道具箱」（比較する・分類する・つなげる・多

面的に見る・理由付ける等）の活用による思考力・判断力等を育成する。 

  ・ 令和２～４年度に実施してきた話合い活動の充実を継続しながら，自分の考えを書く力を向上させる。 

  ・ ねらいを明確にした実験・観察・体験・調査・製作・実習等による実感を伴った学びを充実させる。 

○ 「明保小学習スタンダード」に基づいた基本的な学習態度の指導と互いに認め合う児童の育成により，学びに向か

う集団を作る。 

 ・ １人１台端末を学習のねらい達成ために効果的に活用し，個別最適な学びと協働的な学びの一体化を図った授業づ

くりを実施する。 

  ・ 個に応じた指導の充実を図る。（「カスタネット通信」の活用） 

  ・ 朝の学習や家庭学習の充実により基礎・基本の定着を図る。 

・ 夢や目標を持ち自己実現に向け努力する態度を育てるために，キャリア教育を推進する。 

 

（３） 児童生徒指導 

  ・ 多面的・多角的に考える道徳科の授業を核として，異年齢児童や高齢者等，様々な人との関わりふれあう体験活動

や読書活動を推進して豊かな心を育む。 

  ○ 「明保小のよい子」の徹底により，規範意識を醸成し基本的な生活習慣を確立する。 

 

 

 

 

○ 自己有用感を育む場づくりと認め励ます指導の充実を図る。 

  ○ 一人一人が大切にされ，いじめゼロの実現と不登校を生まない温かい学級・学年風土を醸成する。 

    （情報共有，教育相談，Ｑ－Ｕ調査の活用，ＳＣとの連携） 

 

（４） 健康（保健安全・食育）・体力 

○ 運動量の多い教科体育の充実と各種検定による体力と運動能力の向上を図る。 

・ 望ましい食習慣の形成と，日常の保健指導（体温計測，歯磨き，手洗い・うがい）の徹底により，健康を管理する能

力を育成する。 

・ 自ら仕事を見つけ協力して働く清掃指導や学校に役立つ活動を通して，自己有用感と公共心を育成する。 

・ 安全教育・安全指導を推進し，自他の命を守る判断力と行動力を身に付けさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の重点「毎日めざそう５つ☆」  

☆あいさつ・返事 ☆名札 ☆くつ揃え ☆心が温かくなる言葉かけ ☆話の聞き方 
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６ 自己評価  Ａ１～Ａ２０は市共通評価指標 Ｂ１～B４は学校評価指標（小・中学校共通，地域学校園共通を含む） 

※「主な具体的な取組の方向性」には，Ａ拡大 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，該当箇所に下線を付ける。 

第２次宇都

宮市学校教

育推進計画

後期計画基

本施策  

評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

（昨年度と比べて５ポイント以上の上

下に↑↓）（青・赤塗りつぶし） 

学校全体の課題と思われるものに黄色

塗りつぶし（80未満） 
１－（１） 

確かな学力

を育む教育

の推進 

Ａ１ 児童は，他者と協力し

たり，必要な情報を集め

たりして考えるなど，主

体的に学習に取り組んで

いる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

90％以上 

①児童が発言したり，考えを友達と話

し合ったり学び合ったりする活動を 

計画的に学習活動に取り入れる。 

➁課題解決のために必要な情報を収

集したり，選択したりする活動を丁寧

に支援する。 

➂単元全体を見通して，問題解決型の

授業を積極的に取り入れ，児童が主体

的に取り組めるようにする。 

 

 

B 

【達成状況】 

児 童 ９０．５ 

教職員 １００ 

保護者 ８２．１ 

 １人１台端末や図書資料を活用して，

話し合ったり学び合ったりする学習が

実施できた。 

【次年度の方針】 

 児童が，主体的に問題解決型の学習に

取り組めるよう，場の設定や支援の在り

方を工夫していく。 
１－（２） 

豊かな心を

育む教育の

推進 

Ａ２ 児童は，思いやりの心

をもっている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 90％以

上 

①エンカウンターやSSTを取り入れ，

認め励ます指導を推進し，友達に優し

く接することができるようにする。 

➁道徳の時間を核として，教材文の人

物の行動や心情から思いやりの心の

大切さを感じたり考えたりする機会

を意図的に設定する。 

➂異学年交流や縦割り班活動を実施

し，思いやりの心を育む。 

※地域の方とのふれあい活動は R7 実

施していないため，③から抜きまし

た。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９２．２ 

教職員 １００ 

保護者 ９３．８ 

地域住民 ９２．９ 

 児童のよさを積極的に認める声掛け

を行った。道徳科の授業をはじめ，学習

全体を通して，他者との関りを意識した

指導を行った。軽い気持ちで言葉を発し

たり，相手の気持ちを考えずに発言した

りし，相手を傷つけていることがあっ

た。 

【次年度の方針】 

 ①～③を継続する。①②はいじめゼロ

強調月間や人権週間等の期間に，学校全

体で実施できるように計画する。 

Ａ３ 児童は，目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者肯定

割合 85％以上 

①学習や行事等で事前に目標を設定

する場を設け，実践後に振り返りを行

わせ，努力の過程を認め，具体的なよ

さを称賛していく。 

②目標に向かって取り組む姿勢を児

童相互が認め合い，励まし合えるよう

指導する。 

③学習の見通しをもたせ，粘り強く継

続的に取り組ませることで，成果を実

感できるようにする。 

A 

【達成状況】 

児 童 ８８．９ 

教職員 ９６．６ ↑ 

保護者 ７９．０ 

 児童が見通しをもち主体的に活動できる

ように，粘り強く指導を続けた。適切な評

価をし，主体的に振り返る場の醸成に努

めた。 

【次年度の方針】 

 保護者の実感が得られるように，学校

での児童の様子を懇談や授業参観等で

伝える工夫をしていく。 
１－（３） 

健康で安全

な生活を実

現する力を

育む教育の

推進 

Ａ４ 児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 90％以

上 

①避難訓練や交通安全教室などを通

して，安全教育を強化するとともに， 

「明保小のよい子」を活用して日常の

生活の中の危険について学年に応じ

て丁寧に指導する。 

➁体育や特別活動において安全に気

を付けた生活や健康に関する授業を

通して，日常の健康管理に興味をもた

せ，健康的な生活が送れるような実践

的態度を育てる。 

➂食や健康について関連のある題材

や学級活動で，学校栄養士や養護教諭

と一緒に授業を考え，専門的な見方や

考え方に触れさせ，理解を深める。 

B

7 

【達成状況】 

児 童 ９１．８ 

教職員 ９６．６ ↑ 

保護者 ８７．３ 

地域住民 １００ 

 各分野で計画的に健康・安全面の指導

をしたことの効果があった。また，随時

「明保小のよい子」の意識付けを行っ

た。 

例）体育委員会による１分間体操 

保健委員会による呼びかけなど 

【次年度の方針】 

 児童の発達の段階に合わせた指導を
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計画的に行っていくとともに，共通実践

に努める。 
１－（４） 

将来への希

望と協働す

る力を育む

教育の推進 

Ａ５ 児童は，自分のよさや

成長を実感し，協力して

生活をよりよくしようと

している。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

85％以上 

①教育相談アンケート等を活用し，居

がいのある学級経営に努めるととも

に，学級活動の充実を図り，自己肯定

感や自己有用感を高める。 

➁縦割り班活動やクラブ，委員会活動

をとおして，友達のよさを認め合うと

ともに，協力して取組めた心地よさを

味わえるよう指導する。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９２．０ 

教職員 １００．０ 

 児童は，②や学級内での活動で，活躍

したり成功したりする機会があり，その

ことが自己肯定感や有用感に繋がって

いる。特に，係や当番活動においては，

互いに協力し学校生活をよりよくしよ

うとする意識が高まっている。 

また，学級活動では，互いをよく知る

場や友達との関りを考える時間を設定

したことで，互いを認め合える学級づく

りに繋がった。 

【次年度の方針】 

日々の生活や学級活動において，互い

のよさに気付き，認め合うことができる

場を設定する。さらに，そのよさを伝え

合いながら，自分の成長が実感できるよ

うに支援していく。 
２－（１） 

グローバル

社会に主体

的に向き合

い，郷土愛

を醸成する

教育の推進 

Ａ６ 児童は，英語を使って

コミュニケーションして

いる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

85％以上 

①英語を使っての学習活動をとおし，

伝え合う楽しさや喜びを十分味わわ

せ，コミュニケーション力が向上する

ようにする。 

➁自分の思いや考えを伝え合う場面

を授業の中で意図的に設定するとと

もに，教材・教具の工夫を行い，外国 

語活動・外国語科の充実を図る。 

➂ＡＬＴと連携し，授業の充実を図り 

ながら，様々なコミュニケーション 

の方法を取り入れていく。 

A 

【達成状況】 

児 童 ８４．７ 

教職員 ９３．１ 

 児童は，授業の中では積極的にＡＬＴ

と英語でコミュニケーションを図る姿

が見られた。友達とのやり取りも英語に

親しみながら，伝え合うことができた。 

【次年度の方針】 

簡単な英語表現を繰り返し行い，英語

に慣れ親しむ素地をつくる。ＡＬＴと連

携し，授業の中でなく，休み時間など

様々な場面で交流したり，自分の思いや

考えを伝え合ったりする等，コミュニケ

ーションの場を意図的に設定していく。 

Ａ７ 児童は，宇都宮の良さ

を知っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者肯定

割合 85％以上 

①「宇都宮学（３年以上）」において，

宇都宮の良さについて学習 するだけ

でなく，宇都宮市に関連する資料やイ

ベント等のお知らせを配付する際に

は，市の良さや特長を積極的に児童に

伝える。 

②宇都宮学の内容を宇都宮学だより

や学年だより等で保護者に伝え，宇都

宮の良さをともに理解できるように

啓発していく。 

A 

【達成状況】 

児 童 ８９．９ 

教職員 ８６．２ 

保護者 ７１．６ 

食育や授業，掲示物等の取り組みが児

童の意識の向上につながっていると考

えられる。 

【次年度の方針】 

保護者への啓発を図るため，学期に一

枚，学校での取組をお知らせする「宇都

宮学だより」を保護者に配布する。委員

会の活動でも宇都宮に関するクイズな

どを取り入れ，多角的に情報を発信して

いく。 
２－（２） 
情報社会と
科学技術の
進展に対応
した教育の
推進 

Ａ８ 児童は，デジタル機器

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員・保護者肯定

割合 85％以上 

①１人１台端末や図書資料等を積極

的・効果的に活用できるよう，各教科

等の学習過程の中で意図的，計画的に

指導していく。 

➁教職員がＩＣＴ機器や図書資料を

授業の中で，使い分け効果的に使用す

ることで，学習効果を高めていく。 

➂授業参観で１人１台端末の活動場

面を見てもらったり，家庭での利用を

意図的に設定したりして，保護者の理

解を深める。 

A 

【達成状況】 

児 童 ９１．５ 

教職員 １００ 

保護者 ７９．６ 

高学年では，各教科等と関連して図書

資料を活用できるようにしている。 

保護者の目の前で活用していない可

能性も考えられるため，授業参観の機会

も活用する必要があると感じる。 

【次年度の方針】 

取組を引き続き実施するとともに，端

末の活用の成果を個人懇談の際に提示

したり，学年だより等で明示したりする
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など，端末の活用が保護者により伝わる

ようにしていく。 
２－（３） 

持続可能な

社会の実現

に向けた担

い手を育む

教育の推進 

Ａ９ 児童は，「持続可能な社

会」について，関心をも

っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

85％以上 

①生活科や理科において植物の大切

さを指導したり，社会科・総合的な学

習の時間などにおいて，水や電気を大

切にすることを指導したりする。ま

た，「持続可能な社会」について学習

内容と関連して扱い，関心を高める。 

➁児童会活動（環境・掲示委員会など）

の活動をとおし，児童の興味関心を高

め，実践しようとする意欲を高めてい

く。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９２．２ 

教職員 ８６．２ 

 各教科等の年間指導計画に基づいた

指導を行うことで，関心が高まった。ま

た，児童会活動との充実も図れた。 

【次年度の方針】 

 カリキュラムマネジメントを基に，複

数教科との関連を図り，より効果的かつ

充実した活動にしていく。 
３－（１） 

インクルー

シブ教育シ

ステムの充

実に向けた

特別支援教

育の推進 

Ａ10 教職員は，特別な支援

を必要とする児童の実態

に応じて，適切な支援を

している。 

【数値指標】 

⇒教職員肯定割合 90％以上 

①配慮を要する児童や個別の支援が

必要な児童等について，打合わせ時や

職員会議において共通理解を図り，迅

速で組織的な対応をする。 

➁支援の方向を決める際は，ケース会

議を開き組織的対応をするとともに，

必要に応じてＳＣや専門機関との連

携を図り，適切な支援ができるように

する。 

B 

【達成状況】 

教職員 ９６．６ 

 教職員は，打合せ等の場で共通認識，

共通理解が図れていた。必要な事案には

ケース会議を開き，組織的な対応をする

ことができた。 

【次年度の方針】 

 校内の教員同士の連携をより密にし，

適切な支援が行えるよう，関係機関と連

携を図っていく。 
３－（２） 

いじめ・不

登校対策の

充実 

Ａ11 教職員は，いじめが許

されない行為であること

を指導している。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 85％以

上 

①「いじめゼロ集会・いじめゼロアン

ケート」等，いじめ防止に向けての児

童の主体的な取組を支援する。また，

学校だよりや学年だよ り，ホームペ

ージなどを通して，学校の取組を発信

していく。 

➁いじめが許されない行為であるこ

とを教師が繰り返し指導し，各種アン

ケートやＱ－Ｕの結果，教育相談等を

生かし，未然防止・早期発見・早期対

応に努める。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９８．０ 

教職員 ９６．６ 

保護者 ８１．５ 

地域住民 １００ 

 アンケート調査をはじめ，早期発見・

早期対応を心掛けることができた。各種

通知や道徳科の授業などを通し，児童へ

の指導を行ったが，その取組は保護者の

理解へ繋がらなかった。児童が納得する

指導を心掛け，保護者に早期に通知する

ことによって，理解を得られるようにす

る。 

【次年度の方針】 

 ①②を継続するとともに，学年で指導

をした内容を学年だよりに掲載するな

ど，情報の発信に取り組む。 

Ａ12 教職員は，不登校を生

まない学級経営を行って

いる。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 90％以

上 

①児童の自己有用感や自己肯定感を

高められる場になるよう，日々の授業

や諸活動で児童が活躍する場面を実

現し，相互に認め励ますことができる

よう学級経営を充実させる。 

②日々の観察をはじめ，教育相談週間

によるアンケート調査や相談結果，Ｑ

-Ｕ調査等を活用して，不登校の未然

防止に努めるとともに児童の変化に

対して迅速かつ組織的に対応する。 

➂教職員は，保護者と連携を図り状態

を適切に把握し，個に応じた対応に努

める。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９６．４ 

教職員 １００ 

保護者 ８７．６ 

 保護者や児童と学校との繋がりを大

切にし，連絡や対応を継続し，居場所を

確保した。児童の様子を観察し，情報共

有をすることで，よさを認めることがで

きた。アンケートやＱ－Ｕの活用で学級

の様子を客観的に捉え，早めの対応を心

掛けることができた。 

【次年度の方針】 

 ①～③を継続し，不登校の未然防止，

早期対応を心掛ける。特に長期休業前後

を意識していく。学年便りに指導の様子

や子供の活動の様子を掲載するなど，情

報の発信に取り組む。 
３－（３） 

外国人児童

生徒等への

適応支援の

充実 

Ａ13 学校は，一人一人が大

切にされ，活気があり，

明るくいきいきとした雰

囲気である。 

①教師が，相談しやすい雰囲気を日常

的に醸成し，児童一人一人の困り感に

寄り添い，問題解決の支援に取り組

む。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９６．６ 

教職員 ９３．１ ↓ 
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３－（４） 

多様な教育

的ニーズへ

の対応の強

化 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 80％以

上 

➁学級経営の充実を図るとともに，学

級活動をとおして，望ましい集団づく

りをし，明るく居がいのある雰囲気を

醸成する。 

保護者 ８５．９ 

地域住民 ９２．９ 

 一人一人の話をよく聞くなど，児童の

心に寄り添った対応を行ってきた。それ

により，児童が安心して教師に相談しな

がら，学校生活を送れるようになった。

さらに，問題が起きたときには，互いの

気持ちを伝え合い，自分たちで問題を解

決できるようになった。 

【次年度の方針】 

 児童に寄り添い，一人一人を大切にし

た指導を行うなど，学級経営の充実を図

る。 
４－（１） 

教職員の資

質・能力の

向上 

Ａ14 教職員は，分かる授業

や児童にきめ細かな指導

を行い，学力向上を図っ

ている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 80％以

上 

①「宇都宮モデル」の指導過程を活用

した授業改善を行うことで，分かる授

業を実現する。 

➁ねらいの明確化・板書・発問の工夫，

ノート指導の充実を図る。 

➂１人１台端末を効果的に活用し，個

に応じたきめ細かな指導を行う。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９６．８ 

教職員 ９６．６ 

保護者 ８４．３ 

「宇都宮モデル」の授業改善において

は，校内研究授業やＯＪＴの機会を生か

して深めることができた。 

【次年度の方針】 

引き続き，「宇都宮モデル」を基盤に

授業力の向上に努める。さらに，授業に

おける 1 人１台端末の活用について研

究し，発達段階に応じたＩＣＴ機器の活

用を図る。また，低学年におけるノート

指導を充実させる。中学年以降からノー

ト，プリント，端末をバランスよく活用

していく。 
４－（２） 

チーム力の

向上 

Ａ15 学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

⇒教職員肯定割合 90％以上 

①学校の全教職員が同じ目標のもと

に，情報を共有しながら，学校目標の

実現に向けて，教育活動の充実を図

る。  

➁個々の役割を担うだけではなく，校 

務分掌等の垣根を越えて，互いに協力

して取組めるよう，同僚性を発揮す

る。 

➂関係者が協力して取り組めるよう

管理職のマネジメント力の向上を図

り，学校の組織力を強化する。 

B 

【達成状況】 

教職員 １００ 

 共通認識のもと学校目標の実現に向

けた取り組みができた。同僚性を高め協

力が図れた。学校の組織力の強化が図れ

た。 

【次年度の方針】 

 情報の共有を図り，学校目標の実現に

取り組む。継続して同僚性を高める。学

年組織だけでなく校務分掌ごとの組織

力向上を図る。 
４－（３） 

学校におけ

る働き方改

革の推進 

Ａ16 勤務時間を意識して，

業務の効率化に取り組ん

でいる。 

【数値指標】 

⇒教職員肯定割合 90％以上 

①各自が勤務時間を意識し，長時間労

働を削減するために，効率的かつ計画

的な業務遂行に努める。 

②学校における働き方改革を推進す

るため，業務の精選・見直し・教育の

ＤＸ化を行う。 

③教職員相互に業務支援を行い，連携

しながら課題解決に努める。 

B  

【達成状況】 

教職員 ９６．６ 

 効率的かつ計画的に業務の遂行が図

れた。研修等を通してＤＸ化が図れた。

同僚性の高まりから，連携が図れた。 

【次年度の方針】 

 効率的な働き方改革を行う。各自のマ

ネジメント力を高める。同僚性を高め，

連携して課題解決に取り組む。 
５－（１） 

全市的な学

校運営・教

育活動の充

実 

Ａ17 学校は，「小中一貫教

育・地域学校園」の取組

を行っている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 80％以

上 

①地域学校園の小中合同の「あいさつ

運動」を年２回実施し充実を図る。 

➁図書館や食育等，各種学校園だより 

の発行等を行い，小中学校間の連携の

様子を保護者，地域に伝える。 

➂小中一貫各部会での活動内容を共

有し，実践につなげる。 B 

【達成状況】 

児 童 ９３．７ 

教職員 ９３．１ 

保護者 ８１．３ ↑ 

地域住民 １００ ↑ 

 中学校と連携し，あいさつ運動を行う

ことができた。図書館だよりや食育だよ

りの発行ができた。また，中学校の学年

だよりを掲示した。 

【次年度の方針】 

 各部会の活動の充実を図るために，年

度当初の計画を立てる。4校の連携を図

り，活動の様子を保護者や地域に伝え



- 7 - 

る。運営委員会で活動の共有を行い，実

践につなげる 

５－（２） 

主体性と独

自性を生か

した学校経

営の推進 

Ａ18 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力して，

教育活動や学校運営の充

実を図っている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 85％以

上 

①地域，企業等と連携・協力して行っ

た教育活動を保護者・地域にも積極的

にホームページや学年だより等で情

報発信していく。 

➁授業をねらいに合わせて，活動を充

実させられるよう相手先と計画・連

絡・調整していく。 

➂生活科・社会科・総合的な学習の時 

間などにおいて，地域の施設や地域 

人材を活用した学習を積極的に行う

とともに，地域学校協働活動推進員を

とおして，学校支援ボランティアの活

用を図っていく。 

B 

【達成状況】 

児 童 ９２．４ 

教職員 １００ 

保護者 ９０．１ 

地域住民 ９２．９ ↓ 

 地域の方々と関わる機会が増え，地域

人材の活用や学校支援ボランティアの

充実が図れた。 

【次年度の方針】 

 学年による地域の方々と関わる機会

の差をなくし，今年同様，様々な教科で

地域の方と関わる機会を設けていく。 

５－（３） 

地 域 と 連

携・協働し

た学校づく

りの推進 

６－（１） 

安全で快適

な学校施設

整備の推進 

Ａ19 学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 90％以

上 

①毎月の安全点検を十分に行い，利用

する人の安全な確保のため，補修，修

繕を 速やかに行う。 

➁多くの方が来校する学校行事等で

は，危険予知を複数で行い，安全な環

境づくりに努める。 
Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００ 

保護者 ８８．８ 

地域住民 ９２．９ ↓ 

 安全点検を行い，適切に補修修繕が行

えた。複数の目で危険予知を行い，環境

づくりに努めた。 

【次年度の方針】 

 定期的な安全点検を確実に行い，補修

修繕を速やかに行う。個々の教職員が安

全な環境づくりや整理整頓への意識を

さらに高めていく。 
６－（２） 

学校のデジ

タル化推進 

Ａ20 コンピュータなどのデ

ジタル機器やネットワー

クの点から，授業（授業

準備も含む）を行うため

の準備ができている。 

【数値指標】 

⇒教職員肯定割合 85％以上 

①情報メディア担当を中心に，教職員

がデジタルの活用の方法を共有し，効

果的な場面で積極的に活用できるよ

うにしていく。また，校内研修の成果

を授業に生かすようにする。 

➁ＩＣＴ支援員と連携し，校務改善の

方法を具体化していく。 
Ａ 

【達成状況】 

教職員 １００ 

 数値目標は達成されている。授業力向

上プロジェクトの成果もあり，教職員が

各自ＩＣＴの活用を考え，取組を実施し

たことが要因であると考えられる。 

【次年度の方針】 

 昨年の反省を生かし，今年度は組織的

に系統立て，学年ブロック単位で同じよ

うにＩＣＴの活用を実施できるように

した。取組の成果も蓄積し，どのような

活用が有効であったか，全体で共有でき

たため更なる活用につながるように継

続して実施していく。 

小・中学

校，地域

学 校 共

通，本校

の特色・

課題等 

Ｂ１ 児童は，時と場に応じ

たあいさつをしている。 

【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 85％以

上 

①定期的なあいさつ強調週間を設け

るとともに，日常的なあいさつや会釈

など，あいさつの方法について随時指

導する。よくできている児童を称賛

し，意識化を図る。 

②地域学校園の「小中一貫あいさつ運

動」や地域協議会と連携した「あいさ

つ運動週間」，安全見守りボランティ

アの日々の声掛け等を生かしながら，

自然にあいさつができるようにして

いく。 

Ｂ 

【達成状況】 

児 童 ８９．９ 

教職員 ９６．６ 

保護者 ８２．７ ↑ 

地域住民 ９２．９ ↑ 

 強調月間や生活目標，企画などにより

意識付けがされていた。声が出ている児

童をその場で認め，意欲を高めた。 

個人差が大きく，声量や態度面からも大

人と児童の認識の差が出ている。 

【次年度の方針】 

 あいさつ強調月間には，各クラス代表

児童を参加したり，動画などを活用した

りするなど，学校全体であいさつをする

ことの意識を高める。①②は継続し，児

童があいさつに抵抗がなくなるように
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していく。 

Ｂ２ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 
【数値指標】 

⇒各対象者肯定割合 90％以

上 

①「明保小のよい子」の徹底により，

規範意識を醸成し基本的な生活習慣

を確立する。また，教職員が指導の基

準を同一にし，学校全体で取り組む。 

➁「毎日めざそう５つ☆」（あいさつ・

返事，名札，くつ揃え，心が温かくな

る言葉かけ，話の聞き方）定着させる 

ために，強化週間を設けたり，児童会

や高学年が主体となって強化する活

動を取り入れたりして，児童が意識的

に取り組めるように工夫をする。 

A 

【達成状況】 

児 童 ９１．８ 

教職員 ９６．６ 

保護者 ８７．８ 

地域住民 ９２．９ ↓ 

 ５つ☆を守れている児童が多い。それ

らを認めることで達成感を得ることが

できた。「明保小のよい子」により基準

が明確になっている。安全面に関するき

まりが守れていない様子も見られる。 

【次年度の方針】 

 ポスターなどで呼び掛けたり，明るい

掲示物などを活用したりし，きまりを

「見える化」する。コミュニケーション

やマナーなどを学ぶ機会を設け，きまり

を守る必要性やよさについて意識を高

める。教職員が指導の基準を同一にし，

学校全体で取り組む。 

Ｂ３ 児童は，自己肯定感・

自己有用感を育んでいる。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

85％以上 

①自己肯定感や自己有用感を育む場

づくりと認め励ます指導の充実を図

り一人一人が自分のよさを捉えられ

るようにする。 

➁学級や学校のために，進んでよい行

いをしている児童を称賛したり，前向

きな気持ちで役に立とうとしている

児童を支援したりして，成長を実感で

きるようにする。 

Ｂ 

【達成状況】 

児 童 ７９．５ 

教職員 １００ 

 教職員は自己肯定感や自己有用感を

育む場づくりをしているが，児童の実感

は不十分である。自分のよさに気付くこ

とができていない児童も多い。 

【次年度の方針】 

 日常から褒める機会を増やし，些細な

ことでも分かりやすい言葉で児童のよ

さを伝える。さらに個人懇談等の機会

に，保護者に児童のよさを伝え，学校と

家庭とが連携して自己肯定感を育んで

いく。 

Ｂ４ 児童は，授業等でめあ

てに向かって学び，振り返

りを行っている。 

【数値指標】 

⇒児童・教職員肯定割合 

85％以上 

①授業で，めあてを明確に提示し，本

時の活動の見通しをもたせるととも

に，振り返りをさせることで，学びの

実感を得られるようにする。 

➁めあてを意識した，話合い活動を重

視し，主体的に課題解決できるように

するために観点を提示し，充実を図

る。 

➂１人１台端末を活用し，学びの充実

と振り返りの累積を図っていく。 

Ａ 

【達成状況】 

児 童 ８４．９ 

教職員 １００ 

保護者 ６７．６ 

1 人１台端末を活用した振り返りは

実施しやすく，効果的であった。めあて

の提示や主体的に課題解決するための

観点の提示については，より充実を図っ

ていく。 

【次年度の方針】 

 振り返り観点を掲示し，自分の振り返

りや次時の学習意欲につながるように

する。発達段階に応じて ICTを活用して

累積を図る。 

Ｂ５ 教職員は，校内研修や

ＯＪＴを通して学び合って

いる。 

【数値指標】 

⇒教職員肯定割合 90％以上 

①校内研修を行い，研修の目的を明確

にし，授業力の向上を目指すことによ

り学び合う集団として向上できるよ

うにする。 

➁若手教員育成システムを活用した

り，各校務分掌でチームを組んだりし

て，日常的にアドバイスができるよう

にする。ＯＪＴによる指導力向上とチ

ーム明保としての同僚性の強化を図

る。 

Ｂ 

【達成状況】 

教職員 １００↑ 

 研究主任を中心に校内研修を行い，学

び合う集団として高められた。若手育成

システムを活用し，ＯＪＴによる指導力

の向上が図れた。 

【次年度の方針】 

 新たな学校課題に向けて，年間を見通

して研修計画を立て，各教職員の持つ得

意分野を生かしながら，さらに充実した

校内研修を行う。 

 〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
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・「宇都宮のよさ」については，授業や掲示物等で児童に浸透してきたが，保護者に伝わっていないことが課題である。 

・めあてと振り返りを重視した「宇都宮モデル」の推進を図り，より児童が成長を実感できるように学校で統一した掲示物を

作成できたので引き続き活用していきたい。 

・同僚性を高めると共に，各自のマネジメント力を高めながら，指導の基準を共通理解し教職員が一貫して指導できるように

組織力の向上を図る。 

・配慮を要する児童について全職員で共通理解を図り，組織的な対応をすることができた。 

・児童は，互いのよさに気付き，認め合うことができているが，自分のよさには気付きにくいため，学級経営の充実及び，保

護者との連携を図りながら，自己肯定感・自己有用感を育む指導を継続していく。 
・教職員が創意工夫を凝らし，児童と共に学びを進めていることについて，学校 HPや個人懇談、学年だより，学校だよりなど

積極的に発信し，信頼を築いていく必要がある。 

・望ましい健康習慣（運動・食・睡眠）を身に付けさせるには，地域・家庭の理解不足に課題がある。 

 

７ 学校関係者評価 

・学校全体が活気に満ちている。児童が生き生きと生活し，子ども同志，先生との親頼が深いと感じている。授業で自ら考え，

調べている姿勢が見受けられ，先生方の指導力の高さがうかがえる。今後共，子ども一人一人の特性を生かしてほしい。 

・一年生も学校生活に慣れてきた。 

・朝のあいさつも上手にできている。一つだけ気になっている事は登校時ふざけて歩いたりする生徒がいるので注意している。 

・授業参観を見学し先生方のご努力に感動した。 

・学校の行き帰り以外，外で会うと，子供たちから先にあいさつが返ってくる。とてもうれしく思う。 

・タブレットで何でも検索できる活動は良い面と悪い面があると思う。今後，AI 時代で必要なのはわかるが，昔の授業が良か

ったこともある。 

・先生の仕事内容については，軽減できるのなら良い。 

・地域学習が充実していて良いと思う。消防で地層など，地域を知るはとても良いと思った。地域の専門の方のお話を聞ける

機会があるともっと良いのでは。 

・駐車場が下校時に不足している。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

○小中一貫教育の，児童，保護者，地域住民への周知に努める。 

・各学年の発達段階に応じて，さらなる「うつのみや学」の充実を図る。 

・挨拶の醸成については，児童自らが進んであいさつできるように家庭・地域と連携していく。 

・学習の課題を解決する方法を児童自らが選択し，問題解決できるような授業づくりを行う。 

・各教科・領域の学習効果を高めるために，今後も１人１台端末を効果的に活用させる。 

・デジタルシティズンシップ教育を充実させ，ネットトラブル等から自分を守れるようにする。 

・特別活動や生活科・総合的な学習の時間の一層の充実を図る。 

・基礎学力の向上を目指して，朝の学習，家庭学習，ＡＩドリルの活用等を図る。 

・各教科等を通して，書く活動を具体的に進める。 

 

 


